
子ども医療費助成制度の推移と患者の受診動向の分析 

2017 年 12月 6日 
保団連情報通信部長 本田孝也

日本経済新聞は 8 月 1 日、子ども医療費助成制度の拡大に対して「安易な受診を増やし医療費膨

張につながる副作用は深刻だ」と報じた。報道の信憑性を検証するために、医療費の動向（メディ

アス）と社会医療診療行為別調査（e-Stat）のデータから子ども医療費助成制度の推移と患者の受診

動向の分析を行った。

図１、表１に 2002 年から 2016 年までの子ども医療費助成制度の対象年齢（通院）の推移を示す。

2002 年には助成対象年齢のほとんどが就学前であり、中学生まで助成していたのは 3,241 自治体の

うち、僅か 33 自治体（1％）に過ぎなかった。それが 2016 年には 1,741 自治体のうち、助成対象

年齢が中学生以上の自治体が 1,387 自治体（80％）と、助成対象年齢の引き上げは年々着実に進行

している。

日本の子どもの人口（0～14 歳）は、2002 年は 1,810 万人だったのが、2015 年には 1,589 万ま

で減少している。一方で、助成対象年齢の引き上げに伴い、助成の対象となる人口は 2002 年の 651

万人から 2015 年には 1,425 万人と倍増した（表２）。 

図２の棒グラフは 2002 年度から 2016 年度までの外来レセプト件数の年齢階級別推移を示してい

る。0～4 歳、5～9 歳、10～14 歳のいずれの年齢階級でも外来レセプト件数はほとんど変化してい

ない。ただ、受診率（人口 1,000 人当たりのレセプト件数）でみると 2002 年度の 7,000 件から 2015

年度には 8,400 件と微増（1.2 倍）しており（表３）、これは、医療費助成制度拡大の影響と考えら

れる。

図２の折れ線グラフは 0～14 歳の医療費（入院＋入院外）の推移を示している。概算医療費（全

年齢の総医療費）は 2002 年度から 2015 年度までの 14 年間で 11.3 兆円も増加している（表４）。

これに対して 0～14 歳の医療費の増加は 0.44 兆円（4,400 億円）に過ぎない。増加した 4,400 億円

の内訳は、病院、診療所が 1,700 億円、歯科が 300 億円、調剤薬局が 2,400 億円である。 

医療費助成制度を拡大するとコンビニ受診が増えるのではないか、という懸念の声がある。

図３は 2006 年から 2016 までの各年の 6 月の年齢階級別、時間外受診件数の集計結果である（表

５）。時間外・夜間・深夜の加算件数の合計から計算した（表６）。医療費助成制度は拡大し、助成

対象人口は増加しているにも関わらず、いずれの年齢階級でも時間外受診件数はむしろ減少傾向に

ある。これは、医療費助成制度の拡大によって必要な受診が確保されたために疾病の重症化が防止

され、時間外受診が減少した結果であると考えられる。

医療費助成制度を拡大しても、安易な受診や医療費膨張にはつながらないことが、医療費の動向

（メディアス）と社会医療診療行為別調査（e-Stat）のデータから統計的に証明された。このような

偏見や憶測にもとづく心無い報道が繰り返される現状のほうが、よほど深刻である。
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表１　子ども医療費助成（通院）対象年齢の自治体数

図１　子ども医療費助成（通院）対象年齢の自治体比率

表２　子どもの人口（0～14歳）
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表４　子どもの医療費と概算医療費
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図２　子どもの外来レセプト件数と医療費（入院＋入院外）
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表５　各年６月の年齢階級別、時間外・夜間・深夜加算件数＝時間外受診件数

出典及び計算に用いた資料
図１、表１：乳幼児等医療費に対する援助の実施状況 (厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健調べ)。
　　　2011年まで：保団連集計資料より作成、2012年より：長崎県保険医協会集計
表２：国立社会保障・人口問題研究所　人口統計資料集
図２、図３、表３～６：概算医療費データベース（メディアス）、制度別医療機関種類別　医療費、平成12年4
　　月から平成20年3月まで；2005a.xls、平成20年4月から平成29年3月まで；2014a.xls
　　社会医療診療行為別調査（e-Stat）、医科　上巻　第１表　医科診療（総数）　件数・診療実日数・回数・
　　点数，傷病分類、一般医療 - 後期医療・年齢階級、診療行為（大分類）別  件数、点数
　　閲覧　第３表　医科診療（入院外）　件数・診療実日数・実施件数・回数・点数，診療行為（細分類）、一
　　般医療 - 後期医療・年齢階級別
　　歯科　第２表　歯科診療　件数・診療実日数・回数・点数，傷病分類、一般医療－後期医療・年齢階級、診
　　療行為(大分類)別
　　薬局調剤　第４表　件数，一般医療―後期医療・年齢階級、処方せん受付回数階級別
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平成２８年　社会医療診療行為別統計　平成２８年６月審査分

第３表　医科診療（入院外）件数・診療実日数・実施件数・回数・点数，診療行為（細分類），年齢階級別

00～04歳 05～09歳 10～14歳

　　初診料　時間外　加算 35 9,347 9,651
　　初診料　深夜　加算 2 7,745 6,539
　　初診料　時間外特例医療機関　加算 15 16,536 17,332
　　初診料　乳幼児時間外　加算 22,234 5,227 -
　　初診料　乳幼児深夜　加算 25,420 3,386 -
　　初診料　乳幼児時間外特例医療機関　加算 37,047 5,728 -
　　初診料　小児科　乳幼児夜間　加算 41,322 11,088 -
　　初診料　小児科　乳幼児深夜　加算 591 102 -
　　再診料　時間外　加算 42 5,018 3,819
　　再診料　深夜　加算 1 315 221
　　再診料　時間外特例医療機関　加算 6 627 495
　　再診料　乳幼児時間外　加算 15,717 3,939 -
　　再診料　乳幼児深夜　加算 1,003 137 -
　　再診料　乳幼児時間外特例医療機関　加算 1,990 376 -
　　再診料　小児科　乳幼児夜間　加算 40,594 11,175 -
　　再診料　小児科　乳幼児深夜　加算 115 12 -
　　外来診療料　時間外　加算 3 372 313
　　外来診療料　深夜　加算 3 952 735
　　外来診療料　時間外特例医療機関　加算 8 2,213 1,974
　　外来診療料　乳幼児時間外　加算 1,495 169 -
　　外来診療料　乳幼児深夜　加算 5,233 484 -
　　外来診療料　乳幼児時間外特例医療機関　加算 9,091 932 -
　　外来診療料　小児科　乳幼児夜間　加算 142 33 -
　　外来診療料　小児科　乳幼児深夜　加算 90 6 -
　小児科外来診療料　初診時　乳幼児夜間　加算 42,533 - -
　小児科外来診療料　初診時　乳幼児時間外　加算 11,746 - -
　小児科外来診療料　初診時　乳幼児深夜　加算 7,592 - -
　小児科外来診療料　初診時　時間外特例医療機関　加算 11,028 - -
　小児科外来診療料　再診時　乳幼児夜間　加算 33,193 - -
　小児科外来診療料　再診時　乳幼児時間外　加算 8,168 - -
　小児科外来診療料　再診時　乳幼児深夜　加算 560 - -
　小児科外来診療料　再診時　時間外特例医療機関　加算 1,400 - -
　小児科外来診療料　外来診療料　乳幼児夜間　加算 148 - -
　小児科外来診療料　外来診療料　乳幼児時間外　加算 94 - -
　小児科外来診療料　外来診療料　乳幼児深夜　加算 333 - -
　小児科外来診療料　外来診療料　時間外特例医療機関　加算 687 - -
　地域包括診療料　再診時　時間外　加算 - - -
　地域包括診療料　再診時　深夜　加算 - - -
　地域包括診療料　再診時　時間外特例医療機関　加算 - - -
　地域包括診療料　再診時　乳幼児時間外　加算 - - -
　地域包括診療料　再診時　乳幼児深夜　加算 - - -
　地域包括診療料　再診時　乳幼児時間外特例医療機関　加算 - - -
　地域包括診療料　小児科外来診療料　再診時　乳幼児夜間　加算 - - -
　地域包括診療料　小児科外来診療料　再診時　乳幼児深夜　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　再診時　時間外　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　再診時　深夜　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　再診時　乳幼児時間外　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　再診時　乳幼児深夜　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　再診時　時間外特例医療機関　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　再診時　乳幼児時間外特例医療機関　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　小児科　再診時　乳幼児夜間　加算 - - -
　認知症地域包括診療料　小児科　再診時　乳幼児深夜　加算 - - -
　小児かかりつけ診療料　初診時　乳幼児時間外　加算 798 9 -
　小児かかりつけ診療料　初診時　乳幼児深夜　加算 6 - -
　小児かかりつけ診療料　初診時　時間外特例医療機関　加算 12 - -
　小児かかりつけ診療料　小児科　初診時　乳幼児夜間　加算 1,419 1 -
　小児かかりつけ診療料　小児科　初診時　乳幼児深夜　加算 1 - -
　小児かかりつけ診療料　再診時　乳幼児時間外　加算 854 4 -
　小児かかりつけ診療料　再診時　乳幼児深夜　加算 25 - -
　小児かかりつけ診療料　再診時　時間外特例医療機関　加算 56 - -
　小児かかりつけ診療料　小児科　再診時　乳幼児夜間　加算 1,796 - -
　小児かかりつけ診療料　小児科　再診時　乳幼児深夜　加算 17 - -
　小児かかりつけ診療料　外来診療料　乳幼児時間外　加算 - - -
　小児かかりつけ診療料　外来診療料　乳幼児深夜　加算 - - -
　小児かかりつけ診療料　外来診療料　時間外特例医療機関　加算 - - -
　小児かかりつけ診療料　小児科外来診療料　乳幼児夜間　加算 - - -
　小児かかりつけ診療料　小児科外来診療料　乳幼児深夜　加算 - - -

a 件数総数（第３表　医科総計） 80,715,527

b 加算件数合計 324,665 85,933 41,079

c 件数比率（b/a） 0.402% 0.106% 0.051%

d 平成２８年６月の件数合計（メディアスより） 86,556,879

e 年齢階級別件数（c×d） 348,161 92,152 44,052

　   表６　年齢階級別時間外・夜間・深夜加算の集計、2016年（平成28年）6月審査分



長崎市：2010 年～ 2015 年は「長崎市の保健行政」より抜粋。それ以外はききとり。佐世保市・諫早市：ききとり。
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